
栃 木 県

増
や
し
て
顧
客
と
絆
を
深
め

る
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

開
催
さ
れ
た
。
新
車
を
展
示

す
る
出
張
展
示
会
や
商
談
会

の
ほ
か
、
家
族
連
れ
が
楽
し

め
る
企
画
を
盛
り
込
ん
だ
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

集
客
を
図
る
な
ど
、
各
社
が

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
栃
木

ト
ヨ
タ
（
新
井
孝
則
社
長
）

は
３
年
連
続
で
「
来
て
！
見

て
！
触
っ
て
！
親
子
で
楽
し

む
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ス
２
０

２
５
」
を
ミ
ナ
テ
ラ
ス
と
ち

ぎ
で
開
い
た
。
こ
の
ほ
か
、

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
栃
木
（
守
川

真
介
社
長
）
は
、
お
客
さ
ま

感
謝
祭
で
あ
る
「
ネ
ッ
ツ
ト

ヨ
タ
栃
木
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス

タ
」
を
２
日
間
に
わ
た
り
宇

都
宮
市
内
の
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ

ザ
（
栃
木
県
立
宇
都
宮
産
業

展
示
館
）
で
初
開
催
し
た
。

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
栃
木
（
喜

谷
悠
大
社
長
）
で
も
２
日
間

に
わ
た
り
、
全
拠
点
で
恒
例

の
大
型
イ
ベ
ン
ト
「
あ
な
た

の
街
で
カ
ロ
フ
ェ
ス
タ

お

客
様
大
感
謝
祭
」
を
開
催
し

た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
既
存
の
フ
ァ
ン
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い

フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
接
点
を

栃
木
県
の
２
０
２
５
年

（
１
～
12
月
）
の
新
車
総
販

売
台
数
は
、
前
年
比
４
・
３

％
増
の
８
万
７
８
２
７
台

で
、
前
年
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。
内
訳
を
見
る
と
、

登
録
車
は
同
１
・
１
％
減
の

５
万
５
９
３
４
台
だ
っ
た
の

に
対
し
、
軽
自
動
車
は
同


・
３
％
増
の
３
万
１
８
９
３

台
と
前
年
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

登
録
車
は
、
ブ
ラ
ン
ド
や

車
種
に
よ
り
差
異
が
あ
る
も

の
の
、
新
車
供
給
が
不
安
定

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
登
録
が
伸
び
悩
む
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

軽
自
動
車
は
一
昨
年
末
に
ダ

イ
ハ
ツ
工
業
の
型
式
認
証
不

正
問
題
で
落
ち
込
ん
で
い
た

生
産
が
再
開
し
た
こ
と
に
よ

り
、
新
車
供
給
が
本
格
化
し

て
納
車
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

届
け
出
も
伸
長
し
て
い
る
。

新
車
供
給
が
不
安
定
と
な

る
中
で
、
各
社
で
は
地
域
に

お
け
る
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も

震
な
ど
の
自
然
災
害
に
関
し

て
も
、
地
域
の
顧
客
に
店
舗

に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
防
災
意
識
の
啓
発
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。
栃
木

県
で
も
19
年
に
台
風
19
号
に

よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
被
害
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
防
災
意
識
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

栃
木
ト
ヨ
タ
は
21
年
か
ら
５

年
続
け
て
店
舗
で
ク
ル
マ
給

電
デ
モ
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、
各
社
で
は
防

災
へ
の
対
策
や
対
応
を
意
識

し
て
も
ら
う
た
め
に
県
内
各

地
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
も

実
施
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
栃
木
県
で
は
20
年

12
月
に
「
２
０
５
０
年
ま
で

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質

ゼ
ロ
）
実
現
を
目
指
す
」
こ

と
を
宣
言
し
、
そ
の
目
標
達

成
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組

み
な
ど
を
示
す
「
と
ち
ぎ
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
行
程
表
）
」
を

22
年
３
月
に
策
定
し
て
い

る
。こ

れ
は
、
現
在
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
を
９
割
以
上
削

減
す
る
非
常
に
高
い
目
標
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
目
標
達

成
に
向
け
て
、
自
動
車
か
ら

排
出
さ
れ
る
排
出
ガ
ス
削
減

を
狙
い
、
環
境
に
優
し
い
車

「
国
産
Ｚ
Ｅ
Ｖ
の
乗
り
く
ら

べ
試
乗
会
」
を
日
光
サ
ー
キ

ッ
ト
で
昨
年
12
月
（
事
業
者

向
け
）
と
今
年
１
月
（
一
般

県
民
向
け
）
の
２
回
開
催
し

た
。
特
に
一
般
県
民
向
け
で

は
、
多
く
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り

と
な
っ
た
。
栃
木
県
で
は
県

民
の
関
心
が
高
い
こ
と
か

ら
、
需
要
を
刺
激
す
る
た
め

に
も
次
年
度
の
実
施
も
視
野

に
入
れ
た
い
と
い
う
。

環
境
に
優
し
い
と
さ
れ
る

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
普

及
は
、
国
内
で
は
日
産
ブ
ラ

ン
ド
が
先
行
し
て
走
っ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
ト
ヨ
タ
で

も
新
型
「
ｂ
Ｚ
４
Ｘ
」
が
市

場
投
入
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切

り
に
Ｅ
Ｖ
の
販
売
に
力
を
入

れ
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
今
後
Ｅ
Ｖ
の
販
売

競
争
が
熾
烈
に
な
っ
て
い
き

そ
う
だ
。

ま
た
、
近
年
ま
す
ま
す
被

害
が
甚
大
化
す
る
台
風
や
地

門
店
な
ど
が
、
福
祉
車
両
を

一
堂
に
展
示
し
た
。

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
た
。
栃
木
県
自
動
車
販

売
店
協
会
（
新
井
孝
則
会

長
）
は
「
栃
木
輸
入
車
フ
ェ

ア
」
を
宇
都
宮
市
内
の
マ
ロ

ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
ほ

か
、
栃
木
県
や
栃
木
県
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
で
構
成
す

る
栃
木
県
障
害
者
文
化
祭
実

行
委
員
会
は
、
宇
都
宮
市
の

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
・
わ
か

く
さ
ア
リ
ー
ナ
で
「
第
28
回

栃
木
県
障
害
者
文
化
祭
カ
ル

フ
ル
と
ち
ぎ
２
０
２
５
～
こ

こ
ろ
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。

県
内
デ
ィ
ー
ラ
ー
11
社
や
専

新
車
販
売
頼
み
か
ら
脱
却

栃
木
県
内
の
自
動
車
販
売
店
各
社
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
お
け

る
存
在
感
を
高
め
て
、
顧
客
か
ら
選
ば
れ
る
企
業
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
多
様
な
施
策

を
打
ち
出
し
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
強
化
・
深
化
さ

せ
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
ブ
ラ
ン
ド
で

差
は
あ
る
も
の
の
、
新
車
供
給
が
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
新
車
販
売
に
依
存
し
な
い
経
営
体
質

強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

接
点
を
増
や
し

絆
を
深
め
る

防災･環境意識も引き上げ防災･環境意識も引き上げ

Ｅ
Ｖ
販
売
競
争

激
化
の
様
相
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栃 木 県
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
専

門
家
で
結
成
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
グ
ッ
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
・
レ

ッ
ス
ン
（
竹
道
雄
康
理
事

長
）
は
、
栃
木
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

石
橋
店
（
栃
木
県
下
野
市
）

で
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
Ｒ

レ
ッ
ス
ン

ｉ
ｎ

栃
木
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
石
橋
店
」

を
初
め
て
実
施
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
で
培
っ
た
知
識

や
技
術
を
生
か
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
な
運
転
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
で
運
転
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
も
の
で
、
開
催
協
力

し
た
栃
木
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
既

納
客
ら
１
０
０
人(

午
前
50

人

午
後
50
人)

が
参
加
し

た


ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
栃
木
（
守

川
真
介
社
長
）
は
、
お
客
さ

ま
感
謝
祭
で
あ
る
「
ネ
ッ
ツ

ト
ヨ
タ
栃
木
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス

タ
」
を
宇
都
宮
市
内
の
マ
ロ

ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
初
開
催
し

た
。
２
日
間
に
わ
た
り
開
催

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
家
族
連
れ

な
ど
２
３
７
５
人
が
来
場

し
、
盛
況
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
た
。

会
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

ス
テ
ー
ジ
ゾ
ー
ン
を
は
じ

め
、
防
災
や
ク
ル
マ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
９
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構

成
さ
れ
、
来
場
し
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
ら
が
一
日
楽
し
め
る

豊
富
な
内
容
と
し
た
。

栃
木
県
自
動
車
販
売
店
協

会
・
日
本
自
動
車
販
売
協
会

連
合
会
（
自
販
連
）
栃
木
県

支
部
（
新
井
孝
則
会
長
・
支

部
長
）
は
「
栃
木
輸
入
車
フ

ェ
ア
」
を
宇
都
宮
市
内
の
マ

ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
（
栃
木
県
立

宇
都
宮
産
業
展
示
館
）
で
開

催
し
た
。
開
催
当
日
は
、
家

族
連
れ
な
ど
１
０
７
０
人
が

来
場
し
た
。

会
場
内
に
は
、
会
員
販
社

９
社
が
出
展
し

10
ブ
ラ
ン

ド･

54
台(

新
車
39
台

中
古

車
15
台)

を
展
示
し
た
各
展

示
ブ
ー
ス
に
は
多
数
の
商
談

席
を
設
け
る
な
ど
し
、
各
ブ

ー
ス
で
は
担
当
者
と
来
場
者

が
活
発
に
商
談
を
行
っ
た
。

体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
や
乗

り
物
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
30
を
超
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
集
ま
り
、
来
場
者
を

も
て
な
し
た
。

会
場
内
は
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ

ッ
キ
ー
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
系
を
は
じ
め
と
す
る
軽
快

な
音
楽
に
包
ま
れ
、
遊
園
地

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
演
出

し
た
。
ま
た
、
軽
食
と
喫
茶

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
す

る
な
ど
、
家
族
連
れ
が
１
日

中
楽
し
め
る
内
容
と
し
た
。

２
０
２
５
」
を
３
年
連
続
で

開
催
し
た
。
も
の
づ
く
り
が

栃
木
ト
ヨ
タ
（
新
井
孝
則

社
長
）
は
、
自
社
で
運
営
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
「
ミ
ナ
テ
ラ
ス
と
ち
ぎ
」

（
物
井
真
佐
美
チ
ー
フ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
栃
木
県
宇
都
宮

市
）
で
、
特
別
企
画
「
来
て

！
見
て
！
触
っ
て
！
親
子
で

楽
し
む
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ス

パ
ス
テ
ル
の
石
橋
理
事
長
な

ど
関
係
者
ら
が
出
席
し
た
。

Ｋ
が
設
立
し
た
「
財
団
法
人

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運

動
財
団
」
の
メ
イ
ン
事
業
と

す
る
社
会
支
援
事
業
の
一
環

で
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
へ

の
活
動
助
成
金
の
寄
贈
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
。

贈
呈
車
両
は
、
日
産
「
セ

レ
ナ
」
で
、
施
設
に
お
け
る

送
迎
車
両
と
し
て
活
用
す

る
。
贈
呈
式
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
北
関
東
綜
合
警
備
保
障

の
青
木
靖
典
社
長
、
日
産
プ

リ
ン
ス
栃
木
の
澁
谷
社
長
、

日
産
プ
リ
ン
ス
栃
木
（
澁

谷
浩
昭
社
長
）
は
、
「
Ａ
Ｌ

Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
財

団
福
祉
車
両
贈
呈
式
」
を
社

会
福
祉
法
人
パ
ス
テ
ル
（
石

橋
須
見
江
理
事
長
、
栃
木
県

小
山
市
）
で
行
っ
た
。

同
贈
呈
式
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

セ
レ
ク
ト
店
舗
と
し
て
営
業

を
開
始
し
た
。

県
北
最
大
規
模
を
誇
る
中

古
車
展
示
場
に
は
、
展
示
車

を
軽
自
動
車
の
「
Ｎ
シ
リ
ー

ズ
」
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
カ

ー
、
Ｓ
Ｕ
Ｖ
ま
で
フ
ル
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
で
豊
富
な
台
数
を

展
示
す
る
こ
と
で
、
周
辺
地

域
の
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
。

栃
木
ホ
ン
ダ
販
売
（
大
塚

徳
次
社
長
）
は
、
「
ホ
ン
ダ

カ
ー
ズ
栃
木
東
Ｕ
―
Ｓ
ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
（
ユ
ー
セ
レ
ク
ト
）

さ
く
ら
」
を
新
設
し
た
。
常

時
80
台
の
展
示
が
可
能
な

〝
県
北
最
大
規
模
〟
の
ユ
ー

に
感
謝
を
示
す
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
毎
年
４
月
と

10
月
の
年
２
回
実
施
し
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
前
ま
で
は
、
複

数
の
拠
点
が
合
同
で
実
施
す

る
大
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
20

年
以
上
に
わ
た
り
開
い
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
開
催

で
は
「
密
」
を
避
け
る
た

め
、
拠
点
ご
と
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
お
客
さ
ま
感
謝
イ
ベ

ン
ト
へ
と
切
り
替
え
て
実
施

し
て
い
る
。

３
０
人
が
来
店
し
、
イ
ベ
ン

ト
は
盛
況
と
な
っ
た
。

同
感
謝
祭
は
、
お
客
さ
ま

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
栃
木

（
喜
谷
悠
大
社
長
）
は
４
月

19
～
20
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
全
拠
点
で
恒
例
の
大
型

イ
ベ
ン
ト
「
あ
な
た
の
街
で

カ
ロ
フ
ェ
ス
タ

お
客
様
大

感
謝
祭
」
を
開
催
し
た
。
期

間
中
は
家
族
連
れ
な
ど
５
５

１
回
目
の
開
催
は
、
県
内

事
業
者
向
け
に
開
催
し
、
県

内
事
業
者
10
組
60
人
が
参
加

し
た
。

２
回
目
の
開
催
は
、
県
民

向
け
に
開
催
し
た
。
同
試
乗

会
は
、
県
の
特
設
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
で
事
前
申
し
込
み
制
で

応
募
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
40
組
に
上

る
ほ
ど
の
応
募
が
あ
っ
た
。

当
日
は
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

県
民
20
組
30
人
が
参
加
し

た
。な

お
、
試
乗
会
に
協
力
し

た
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
栃
木
日

産
、
栃
木
ス
バ
ル
、
栃
木
ト

ヨ
タ
、
東
日
本
三
菱
、
ホ
ン

ダ
カ
ー
ズ
栃
木
県
央
、
栃
木

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
６
社
だ
っ

た
。

が
試
乗
車
を
用
意
す
る
な
ど

開
催
に
協
力
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
を
目
指
す
栃
木
県
（
福

田

富

一

知

事

）

は

、

「
国
産
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ビ
ー
ク
ル

(

Ｚ
Ｅ
Ｖ)

乗

り
く
ら
べ
試

乗
会
」
を
日

光
サ
ー
キ
ッ

ト
で
昨
年
12

月
18
日
と
今

年
１
月
31
日

の
２
回
開
催

し
た
。
県
内

自
動
車
デ
ィ

ー
ラ
ー
６
社

販売６社のＺＥＶ集めて石
橋
店
で
初
の

グ
ッ
ド
ド
ラ
イ
バ
ー

レ
ッ
ス
ン

初
の
顧
客
大
感
謝
祭

恒
例
の

輸
入
車
フ
ェ
ア

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス

３
年
連
続
で

福
祉
法
人
に

セ
レ
ナ
を
寄
贈

県
北
最
大
規
模
の

中
古
車
拠
点
新
設

｢

大
感
謝
祭｣

盛
況

全
拠
点
で
開
催
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